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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

第１種伝送交換主任技術者
専門的能力 データ通信

第２種伝送交換主任技術者

問１ ハードウェアに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、パーソナルコンピュータ(ＰＣ)の入出力インタフェースの概要について述べたも

のである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を

記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＰＣと外部周辺機器との接続には、その目的及び必要とするデータ転送速度に応じて各種の

入出力インタフェースが使用される。例えば、従来は、高速なデータ転送が必要なハードディ

スクやＣＤ－ＲＯＭ用には、ＩＤＥやＳＣＳＩ等が、データ転送量の少ないキーボードや

(ア) 用にはＰＳ／２又はＵＳＢが、また、モデム、ＴＡ等の接続には、一般に、シリア

ルインタフェースといわれる (イ) が主に使用されてきた。

現在では、ＵＳＢは、ハードディスクやＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどの外部記

憶装置との接続や無線ＬＡＮ用のアダプタにも対応してきている。

ＩＥＥＥ１３９４は、動画像や音声などの膨大なデータを扱うディジタルビデオカメラやハ

ードディスク、ＭＯ等のドライブの接続に使用されている。

インタフェースの中には、伝送媒体としてケーブルを用いずに赤外線を使用する (ウ)

や無線インタフェースで注目されている (エ) がある。 (エ) は、単に携帯電話とそ

の周辺を接続するものから、モバイル端末全般を対象として接続するものへと適用領域が拡大

している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＲＳ－４２２ ② スキャナー ③ ＩrＤＡ ④ ＰＩＡＦＳ

⑤ ＭＰプレーヤー ⑥ ＧＰ－ＩＢ ⑦ マウス ⑧ ＲＪ－４５

⑨ ＲＳ－２３２Ｃ ⑩ ＬＣＤ ⑪ ＳＳＢ ⑫ Ｂluetooth

⑬ ＣＳＭＡ／ＣＡ ⑭ Ｗi－Ｆi ⑮ ＴＦＴ ⑯ 画像ビューワ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＳＢ２.０について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＵＳＢ２.０では、周辺機器の接続にハブを使うことができる。ハブ同士もデイジーチェ

ーン用のハブを使うことにより、接続できる機器の数を最大１２７まで増やすことができる。

Ｂ ＵＳＢ２.０は、ＵＳＢ１.１に無い特徴として、ツイストペアケーブルの採用が挙げられ

る。これにより、ケーブルがノイズに強くなり、転送速度の向上が図られた。

Ｃ ＵＳＢ２.０には、幾つかの転送モードが規定されているが、デバイスの初期化に使われ

るのは、アイソクロナス転送である。この転送モードでは、４８０ Ｍbit／s の転送速度は

サポートされていない。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ１３９４(ＩＥＥＥ１３９４a－２０００を含む。)について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＩＥＥＥ１３９４は、１００ Ｍbit／s 、２００ Ｍbit／s 、４００ Ｍbit／s の

データ転送速度の規格を持つ、パラレル伝送方式によるインタフェースである。

② 接続形態としてディジーチェーンのほか、ツリー形やスター形があるが、終端のタ

ーミネータは不要である。

③ 通信方式には、動画像や音声などのリアルタイム伝送用のアイソクロナス転送と、

静止画像や制御コマンドなどの非同期データ伝送用のアシンクロナス転送との２種類

の転送モードがある。

④ ＰＣの起動時や動作中に、外部入出力機器が追加接続されても、外部入出力機器の

ＩＤを自動的に割り振る機能がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＤ－ＲＯＭについて述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① ＣＤ－ＲＯＭの記録方法は、ハードディスクと同様に、データが記録媒体に同心円

状に記録される。

② データは、ランドといわれるくぼみとピットといわれる平坦な領域の組合せで記録

される。

③ 直径１２ cｍ のＣＤ－ＲＯＭの最大記録容量は、片面に約４.７ ＧＢ である。

④ ＣＤ－ＲＯＭの物理的フォーマットは、音楽用のＣＤ－ＤＡと同じであるが、記録

単位に、エラー検出コード有無の違いがあるため、記録フォーマットは異なる。

⑤ 物理的にデータを記録する領域の最小単位は、トラックといわれる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＶＤ－ＲＯＭ等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＤＶＤ－ＲＯＭは、ＣＤ－ＲＯＭが単板であるのに対し、ディスクを２枚重ね合わせた構造

で、各片面には下層記録層の上に半透明の上層記録層を持たせることができる構造であり、４

種類の記憶構造のディスクがある。片面２層のディスクと両面１層のディスクの最大記憶容量

は同じである。

Ｂ 動画像のビデオ信号を圧縮・伸張する符号化方式を規定したＭＰＥＧのうち、ＤＶＤ－ＲＯＭ

(ＤＶＤ－Ｖideo)への信号の記録には、ＭＰＥＧ－１が用いられている。

Ｃ 映像等の再生に制限を設けるため、ＤＶＤ－Ｖideoのコンテンツには、リージョナルコード

(regional code)といわれるコードが記録されている。一般に、ＤＶＤ－ＲＯＭドライブにも

リージョナルコードが設定されていて、再生に制限を設けていないコンテンツ以外はコードが

一致したコンテンツのみが再生できる。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問２ ソフトウェアに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、データベースとＷｅｂの連携の概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

過去においては、データベースは誰でもが簡単に操作できたわけではなく、データベースご

とにその操作方法をマスターする必要があったが、その後、ＲＤＢＭＳ及びその関連技術が開

発され、規格化が進んだことによって広く普及することとなった。

ＲＤＢＭＳにおいては、専用の言語である (ア) が利用でき、コマンドラインツールを

用いることで比較的容易にデータベースの操作が可能になった。また、ＯＬＥやＯＤＢＣなど

のミドルウェアの介在で、 (イ) ソフトウェアからデータベースへのアクセスが容易にな

ったほか、データベース管理のための特定のパッケージソフトウェアを用いることで、データ

ベース操作言語を知らないユーザであっても、直接、データベースの操作を行えるように

なった。

近年、インターネット技術の発展に伴って、データベースとＷｅｂの連携、すなわち、

Ｗｅｂの (ウ) からデータベースにアクセスする方法が用いられている。

ユーザは、クライアントの (ウ) を経由して、Ｗｅｂサーバにアクセスする。Ｗｅｂサ

ーバは、ユーザの要求に応じて (エ) を起動する。 (エ) は、データベースシステム

に対して指示を出し、データベースシステムからの応答を基にＨＴＭＬ文書を生成し、Ｗｅｂ

サーバからクライアントに結果を送信する。この方法により、Ｗｅｂサーバにアクセスしてき

たユーザは、データベースの存在を意識することなく、 (ウ) を用いることで容易にデー

タベースサービスを利用できるようになった。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＤＮＳ ② ＣＧＩ ③ アセンブリ言語 ④ ＦＴＰ

⑤ メーラ ⑥ ＳＱＬ ⑦ ブラウザ ⑧ アプリケーション

⑨ ＳＳＩ ⑩ リゾルバ ⑪ コンパイラ用 ⑫ ＯＳ用

⑬ Ｃ言語 ⑭ エディタ ⑮ 通信制御用 ⑯ ＣＯＢＯＬ言語
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＧＩとＳＳＩ(Server Side Include)について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＣＧＩは、Ｗｅｂサーバから外部プログラムを呼び出すためのインタフェースであり、

ＷｅｂサーバのＨＴＭＬファイルに埋め込まれて用いられる。

Ｂ ＳＳＩは、ＨＴＭＬファイルの中にサーバ側で実行するコマンドを埋め込む形で、部分的

に動的なＨＴＭＬ情報を生成する機能を持つ。

Ｃ ＣＧＩは、ユーザからの入力を引数として受け取ることができるが、ＳＳＩはユーザから

の入力を引数として受け取ることができない。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＨＴＭＬについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＨＴＭＬ文書は、テキストファイルであり、＜＞記号で囲まれるタグを用いて文書の論理

構造や体裁などを記述する。

Ｂ ＨＴＭＬは、タグの種類と使い方が固定されていないため、文書作成者自身が定義する必

要がある。

Ｃ ＨＴＭＬ文書中に、音声、静止画、動画などのマルチメディア情報を埋め込むことや、ほ

かのＨＴＭＬ文書のＵＲＬを「リンク」として埋め込むことができる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

オブジェクト指向データベースについて述べた次の文章は、 (キ) が正しい。

<(キ)の解答群>

① オブジェクトとしてカプセル化し、格納されるものには、データであるメソ

ッドとプログラムなどの手続きであるプロパティがある。

② オブジェクトは、必ずしもクラスに属する必要はないが、クラスに属したオブ

ジェクトは、概念クラスといわれる。

③ クラスの間には、階層関係を持つことはできず、ＯＩＤ(Object Identifier)

によりクラス間がリンクされる。

④ オブジェクトの起動や条件の指示などは、オブジェクトに対してメッセージパ

ッシングすることで行われる。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪａｖａとＪＤＢＣ(Java Database Connectivity)について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① Ｊａｖａは、オブジェクト指向プログラミング言語の一つで、原理的にはハード

ウェアやＯＳなどのプラットフォームに依存しない。

② Ｊａｖａのプログラムは、スタンドアロンで実行されるアプリケーションと、

Ｗｅｂの中をＦＴＰプロトコルによって転送・配布されＷｅｂブラウザで実行され

るウィジェット(Widget)との２種類に分けられる。

③ Ｊａｖａのプログラムからデータベースをアクセスするには、ＪＤＢＣが必要で

ある。ＪＤＢＣはＪＤＢＣマネージャとドライバから構成される。

④ ドライバの一つであるＪＤＢＣネットドライバは、直接データベースと交信する

わけではなく、サーバ側に用意されたミドルウェアと交信し、ミドルウェアが実際

のデータベースにアクセスする。
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問３ ＬＡＮに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＬＡＮにおけるネットワーク管理の概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ネットワーク技術の高機能化、多機能化が進む中で、複雑化したネットワークを効率的に運

用し、正常な状態を維持するためには、ネットワーク管理が必要不可欠となってきた。

ＯＳＩで規定されたネットワーク管理の主な要素には、構成管理、 (ア) 管理、障害管

理、 (イ) 管理及び課金管理がある。

構成管理では、それぞれの機器がネットワークの中で、どのように、どの機器と接続されて

いるかを把握する必要がある。このため、 (ウ) のマップを簡略に表現することが求めら

れる。

(ア) 管理は、ネットワークのトラヒック、エラー発生率、パケット損失率などの

(エ) を収集し、常に効率的なネットワークを提供するための管理を行う。

障害管理は、ネットワーク・システムに故障が発生した場合、それを早期に発見し適切な処

理をする管理を行う。

(イ) 管理は、不正なアクセスを防止するためなどのセキュリティの管理を行う。

課金管理は、ネットワークの利用料を請求するための情報の管理を行う。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 伝達能力情報 ② 速 度 ③ 機 密 ④ 制御情報

⑤ 受 信 ⑥ ユーザ ⑦ 遠 隔 ⑧ トポロジー

⑨ 運 用 ⑩ 統計情報 ⑪ フレーム ⑫ セグメント

⑬ 故障監視情報 ⑭ メモリ ⑮ 性 能 ⑯ バッファ

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

標準的なネットワーク管理プロトコルといわれるＳＮＭＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章

は、 (オ) 。

Ａ ＳＮＭＰは、ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群を使用するネットワーク接続機器を管理する

ＨＴＴＰプロトコル上で動作するプロトコルであり、ＳＮＭＰマネージャ、ＳＮＭＰエージ

ェント及びＭＩＢの三つの基本的要素から構成されている。

Ｂ ＳＮＭＰエージェントの機器の定義や機器の状態などの管理情報は、ＭＩＢといわれ、階

層化されたツリー構造のデータベースで構成されている。

Ｃ ＳＮＭＰマネージャとＳＮＭＰエージェント間の通信方法には、要求・応答形のポーリン

グ方式とイベント通知形のトラップ方式との二つの方法が用いられている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.１１に規定される無線ＬＡＮについて述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① システム構成には、インディペンデントＢＳＳ(Basic Service Set)方式とイン

フラストラクチャ方式とがある。インディペンデントＢＳＳ方式では、ＢＳＳ内に

アクセスポイントがなく、ステーション相互がピア・ツー・ピア方式で通信を行う。

② ＭＡＣ副層では、ステーションの送信権制御を行うＰＣＦ(Point Coordination

Function)とＣＳＭＡ／ＣＡ方式でデータの送受信を行うＤＣＦ(Distributed

Coordination Function)の二つの機能が規定されている。

③ スペクトラム拡散変調方式の一つであるＤＳＳＳ方式は、使用周波数が固定され

ず時間とともに変化する方式である。同じくスペクトラム拡散変調方式の一つであ

るＦＨＳＳ方式は、使用周波数を固定し元の周波数スペクトラムを拡散させる方式

である。二つの方式とも、外部からの干渉に強い特性を持っている。

④ 帯の電波又は赤外線を使用し、ＩＥＥＥ８０２.１１は、２.４ ＧＨz

最大２ Ｍbit／s の伝送速度が規定されているが、高速化の要求の高まりにより、

帯の電波に新たにＣＣＫ変調方式が導ＩＥＥＥ８０２.１１bでは、２.４ ＧＨz

入され、最大１１ Ｍbit／s の伝送速度が規定されている。

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＥＥＥ８０２.３に規定される１０ＢＡＳＥ－Ｔ又は１００ＢＡＳＥ－ＴＸのリピータハブ

でセグメントを拡張するときの、一般的な制限事項について述べた次のＡ～Ｃの文章は

(キ) 。

Ａ リピータハブ間を接続するケーブルは、１０ＢＡＳＥ－ＴではＵＴＰカテゴリ２、３、４

を使用するが、１００ＢＡＳＥ－ＴＸでは、ＵＴＰカテゴリ４のみである。

Ｂ カスケード接続可能最大リピータハブ数は、１０ＢＡＳＥ－Ｔでは６台であるが、１００

ＢＡＳＥ－ＴＸでは最大３台である。

Ｃ カスケード接続するときのハブ－ハブ間の最大ケーブル長は、１０ＢＡＳＥ－Ｔでは

１００ ｍ であるが、１００ＢＡＳＥ－ＴＸでは最大５ ｍ である。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

レイヤ３スイッチ等について述べた次の文章のうち、誤っているものは (ク) である。

<(ク)の解答群>

① シングルホップ形のレイヤ３スイッチは、マルチホップ形と比較して、ルータごとに

行われるルーチング処理で累積される転送遅延時間を少なくでき、高速通信ができる。

② レイヤ３スイッチには、ルーチングに関するソフトウェア処理をＡＳＩＣ(特定用途

向けＩＣ)化し、高速なルーチング処理を実現しているものがある。

③ 端末間の通信で交換される個々のパケットを一連の流れとしてとらえて転送する機能

は、パケットベースの処理といわれる。そのルーチング処理では、レイヤ３スイッチに

最初に届いたパケットに対してのみルーチング処理が行われ、同一端末間の後続パケッ

トはルーチング処理が省かれる。

④ レイヤ３スイッチングの一つであるＭＰＯＡ(Multi Protocol Over ATM)のコンポー

ネントは、ＭＰＣ(MPOA Client)とＭＰＳ(MPOA Server)で構成され、クライアントサー

バ型モデルによる高速ルーチング環境を実現している。

問４ インターネットに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、インターネット等を利用して通話するＩＰ電話の概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＰネットワーク上に音声を通すための技術の総称は、 (ア) といわれ、ＰＣ(パーソ

ナルコンピュータ)やＰｈｏｎｅ(電話機)からインターネットなどを経由して通話できるよう

にしたアプリケーションは、ＩＰ電話といわれている。

ＩＰ電話を実現する主な技術には、アナログ音声信号をディジタルデータに変換する

(イ) 化技術、そのディジタルデータをＩＰパケットに乗せてインターネットへ送り出す

パケット化技術、 (ウ) を使って通信相手と仮想的な通話回線を確立する呼制御技術など

がある。

これらの技術に関連する標準化された仕様として、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３やＩＥＴＦの

ＳＩＰ(Session Initiation Protocol)などがある。

ＰＣ-to-Ｐｈｏｎｅ形やＰｈｏｎｅ-to-Ｐｈｏｎｅ形の通信では、相手先の電話番号と

(ウ) を相互に変換する仕組みが不可欠である。クライアント数が多い企業やプロバイダ

におけるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３に準拠したＩＰ電話では、 (エ) といわれる装置を設

置し、この装置を用いて電話番号と (ウ) を管理・運用している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① イントラネット ② ＩＰアドレス ③ カプセル ④ 高 速

⑤ 符 号 ⑥ ＩＰ－ＶＰＮ ⑦ ＰＢＸ ⑧ ストリーミング

⑨ サブアドレス ⑩ 物理アドレス ⑪ ＵＲＬ ⑫ 多 重

⑬ トランスレータ ⑭ ＶｏＩＰ ⑮ ルータ ⑯ ゲートキーパ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３プロトコルに準拠したＩＰ電話におけるＩＰパケットの転送等に

ついて述べた次の文章は、 (オ) が正しい。

<(オ)の解答群>

① 音声信号の送信においては、ＩＰパケットの転送に伴う遅延時間を短くする

ため、ＩＰ層のプロトコルとしては、一般的にＴＣＰが用いられる。

② 通話情報の転送プロトコルとして、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ.３２３に準拠した通

話手順をサポートするＩＰ電話では、ＩＳＵＰプロトコルが用いられている。

③ 通話を開始する際には、発信者から着信者にＩＮＶＩＴＥメッセージを送信

し、呼設定を開始する。

④ ＩＰネットワークと回線交換網を接続するゲートウェイの機能の一つに、通

話情報の圧縮・伸張処理等がある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＤＮＳサーバ等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＤＮＳサーバによって、物理アドレスがＩＰアドレスに変換されることで、インターネッ

トへの接続が容易になる。

Ｂ ＤＮＳサーバが機能を停止した場合、インターネットへの接続が困難になることから、通

常、ＤＮＳサーバはプライマリとセカンダリの二重構成をとっている。

Ｃ ルートＤＮＳサーバを除く各ＤＮＳサーバは、一度検索した情報を一定期間保存しておく

ことで、検索の効率化や検索速度の向上を実現している。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＩＰｖ４のアドレス空間は３２ビットであるが、アドレスの枯渇の問題を解決するため、

ＩＰｖ６では、アドレス空間が６４ビットに拡張されている。

Ｂ ＩＰｖ６のアドレスは、８ビットごとにコロン ： で区切り、１６進数で表記される。

Ｃ ＩＰｖ６アドレスのヘッダは、ＩＰｖ４のフィールドをすべて継承し、さらに、拡張ヘッ

ダを追加して機能が拡張されている。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＤＳＬについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 一般にＡＤＳＬは、加入者ケーブルを利用し音声信号より高い周波数帯域を使

用することで、通話を損なわずに高速なデータ伝送ができる。

② ＡＤＳＬが利用できる加入者ケーブルはメタリックケーブルであり、光ファイ

バケーブルの加入者ケーブルは利用できない。

③ ＡＤＳＬとして、ＩＴＵ－Ｔで標準化されたＧ.９９２.１(G.dmt)の伝送方式

はＤＭＴ方式が用いられているが、Ｇ.９９２.２(G.lite)はＣＡＰ方式が用い

られている。

④ ＤＭＴ方式は、回線上の雑音の影響が大きい周波数を使用している各搬送波に

対して割り当てるビット数を減らすなどの制御ができるため、ＣＡＰ方式に比較

して雑音の耐性が大きいといわれる。



伝12

問５ ＡＴＭに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＡＴＭ網におけるＯＡＭ機能の概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＡＴＭ網の通信網管理としてＯＡＭ機能がある。ＯＡＭ機能は階層的構成を採ることで、故

障などの特定や復旧が容易になっている。

故障管理の一つである警報転送機能は、 (ア) 又はＡＴＭレイヤの転送機能に故障が発

生した場合に、ＶＰやＶＣが使用できないことを通知する機能である。

コンティニュイティチェック機能は、ユーザセルあるいはコンティニュイティチェックセル

を用いて、ＶＰやＶＣが (イ) しているか常時監視する機能であり、 (ウ) を行って

いる状態でも (イ) 試験が可能である。

ループバック機能は、ＶＰやＶＣ上の任意の指定区間の (イ) 確認を (ウ) を中断

することなく行える機能であり、故障区間の特定に用いることができる。

そのほか性能監視機能では、転送される一定数のユーザセルごとに性能監視セルを挿入して、

測定区間中のエラーレート、セル損失、 (エ) などの伝送品質を、ＶＰやＶＣごとに測定

することができる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① サンプリング ② 登 録 ③ ネットワークレイヤ ④ サービス

⑤ バックアップ ⑥ 拡 張 ⑦ トランスポートレイヤ ⑧ 予 約

⑨ フロー制御 ⑩ 導 通 ⑪ データリンクレイヤ ⑫ 遅延特性

⑬ ふくそう ⑭ ＡＡＬ ⑮ 物理レイヤ ⑯ 偏差値(σ)
．．．．

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭレイヤのＯＡＭセルについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能は、ＶＰレベル及びＶＣレベルにおいて、ＯＡＭ

セルを用いて実現される。

② ＯＡＭセルは、対象ＶＰ又はＶＣのユーザセルとともに転送される。ＶＰ用

ＯＡＭセルでは、対象ＶＰのＶＰＩ値が与えられ、ユーザセルとの識別のため

に特定のＰＴＩ値が与えられる。

③ ＶＣ用のＯＡＭセルでは、対象ＶＣと同一のＶＰＩ値及びＶＣＩ値が与えら

れ、ユーザセルとの識別のために特定のＰＴＩ値が与えられる。

④ ＯＡＭセルのペイロードの先頭バイトは、どのＯＡＭ機能に用いられるセル

なのかを識別する領域となっている。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭレイヤのＯＡＭ機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＯＡＭ情報の流れは、ＯＡＭフローといわれ、ＡＴＭレイヤのＯＡＭフローには、ＡＴＭ

端末相互間のエンド・エンドフローとＡＴＭ交換機相互間のパスフローとがある。

Ｂ ＯＡＭ機能は、５階層構成であり、そのうちＡＴＭレイヤでは、ＶＰレベルで行うＦ４と

ＶＣレベルで行うＦ５がある。

Ｃ 警報転送機能では、ＡＩＳ(Alarm Indication Signal)セルとＲＤＩ(Remote Alarm

Indication)セルが使用されて故障通知が行われる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭ網のトラヒック制御について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ユーザが規定値以上のトラヒックを網内へ転送した場合、ＵＰＣ(Usage Parameter

Control)機能を用いることにより、トラヒックの流入を規定値以内に抑えることができる。

Ｂ ＵＰＣは、ユーザの申告値を超えたトラヒックに対して、廃棄、タギング又はスムージン

グの措置を行い、トラヒックが規定値どおりに送出されているかどうかを監視、制御する。

Ｃ 端末がＶＰハンドラを介してＶＣハンドラに接続される場合は、ＶＣハンドラがＶＣと

ＶＰに対しての規制を同時に行う。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＡＴＭ網のリソース管理について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク)

である。

<(ク)の解答群>

① ＣＡＣ(Connection Admission Control)のアルゴリズムは、トラヒック特性によ

って異なり、ＣＢＲ(Constant Bit Rate)のようにピークセルレートが決まってい

るものは、各コネクション帯域の加算により受付判定が可能である。

② リソースをユーザが共用して使用し、かつ、通信品質を保証する場合は、無条件

に呼を受付けた上で、ネットワークが混んでいて通信品質が劣化すると、端末で再

送若しくは送出情報量を減らすなどの対処を行う。

③ コネクションの受付においては、ネットワーク内の伝送路容量と比較して通信の

ピークセルレートが十分に低い場合、トラヒック特性が分かっていなくても統計的

なセル損失率を推定してＣＡＣ制御を行うことが可能である。

④ ＣＡＣによるコネクション受付処理のあと、実際に通信が開始される際には、

ネットワーク内の通信品質を維持するために、ＣＡＣで受付した申告トラヒックを

基に監視が行われる。


